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■意見の要点 

【咲洲地区における地震動】 

○ ハイブリッド合成のマッチング周波数について、今回の場合は、長周期側と短周

期側のレベルが揃っているため、どこでマッチングさせても影響ないと思うが、ど

のような方針で行ったか。 

○ 差分の計算結果と観測結果が完全に一致しなくてはいけないという訳ではない

が、観測記録を見ると、卓越周期は方位・方向によって同じものもあるが、そうで

ないものもあるということか。 

○ 大阪平野に効くＳＭＧＡ（強震動生成域）は、たぶん限られてくると思うが、中

央破壊と西破壊では、破壊プロセスが変わってくるため、ＳＭＧＡの影響も違って

くるという理解でよいか。 

○ 過去の地震からいうと中央破壊の確率が高いが、本検討のように、西破壊の場合

も計算し、考えておくということは大事なことだと思う。 

 

【建物の構造解析】 

○ Ｎ３１９（長辺方向）とＮ２２９（短辺方向）の二方向的な影響はないか。 

○ この建物は梁降伏型なので、直行二方向の層せん断耐力の相関はあまりなく、一

方向ずつ解析しても結果は変わらない。そういう研究成果もある。 

○ 国交省の地震動で補強設計を行うというのは分かるが、今回推計した地震動でも

見ておいた方が良いだろう。 

 

 


